
阿
蘇
草
原
再
生
と
合
意
形
成

は
じ
め
に

世
界
最
大
級
の
カ
ル
デ
ラ
地
形
の
上

に
広
が
る
阿
蘇
の
草
原
は
、
阿
蘇
く
じ

ゅ
う
国
立
公
園
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ

で
あ
り
、
観
光
資
源
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
生
物
多
様
性
保
全
、
水
源
酒
養
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
を
有
す
る
が
、
管

理
の
担
い
手
不
足
か
ら
、
草
原
の
危
機

が
叫
ば
れ
て
久
し
い
。

環
境
省
に
よ
る
阿
蘇
の
草
原
再
生
の

発
端
と
な
っ
た
「
参
加
型
国
立
公
園
環

境
保
全
推
進
事
業
（
平
成
八
年
度
）
」

が
始
ま
っ
て
か
ら
二

O
年
が
経
っ
た
。

弊
社
は
こ
の
二

0
年
間
、
ほ
ほ
毎
年
、

何
ら
か
の
形
で
阿
蘇
と
い
う
地
域
に
関

わ
る
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
本
稿
で
は

そ
う
し
た
関
わ
り
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

株
式
会
社
メ
ツ
ツ
研
究
所

石

原

京

子

合
意
形
成
へ
の

土
壌
づ
く
り

阿
蘇
の
草
原
は
、
人
々
が
採
草
や
放

牧
に
利
用
し
、
野
焼
き
で
管
理
す
る
こ
と

に
よ
り
継
続
的
に
維
持
さ
れ
て
き
た
、
い

わ
ゆ
る
二
次
草
原
で
あ
る
。
草
原
環
境
の

保
全
や
再
生
は
、
地
元
を
中
心
と
す
る

多
く
の
人
々
の
手
が
な
け
れ
ば
実
現
し
な

い
が
、
一
方
で
、
農
業
・
畜
産
業
を
営
む

地
元
の
人
々
に
と
っ
て
、
草
原
（
原
野
）

は
生
業
に
必
要
な
た
め
利
用
し
て
い
る
も

の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
当
初
か

ら
、
地
域
の
人
々
に
草
原
が
有
す
る
価
値

を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、
目
的
は
ど
う
あ

れ
、
草
原
の
利
用
と
維
持
管
理
を
継
続

し
て
も
ら
う
こ
と
が
国
立
公
園
サ
イ
ド
の

基
本
的
課
題
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
草
原

を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
に
つ
い
て
地

域
の
人
々
の
合
意
形
成
を
図
り
、
参
加
を

求
め
る
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
草
原

に
関
す
る
懇
談
会
等
を
継
続
的
に
開
催

す
る
と
と
も
に
、
二
万
加
に
及
ぶ
草
原
と

そ
れ
を
利
用
・
管
理
す
る
人
々
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
調
査
を
実
施
し
、
同
時

に
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
向
け
に
草
原
環

境
学
習
を
進
め
る
試
み
を
行
っ
て
き
た
。

新
た
な
仕
組
み
の
導
入

環
境
省
で
は
、
平
成
一
五
年
度
か
ら

「
阿
蘇
草
原
地
域
自
然
再
生
」
（
阿
蘇
草

原
再
生
）
事
業
を
開
始
し
、
自
然
再
生

推
進
法
と
い
う
枠
組
み
の
下
で
草
原
環

境
の
維
持
保
全
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
、
平
成
一
七
年
度
に
は
法
に
基
づ
く

「
阿
蘇
草
原
再
生
協
議
会
」
を
設
立
す

る
に
到
る
。
国
立
公
園
の
自
然
再
生
事

業
は
環
境
省
直
轄
の
公
共
事
業
と
し
て

実
施
さ
れ
る
。
一
方
で
草
原
の
再
生
は
、

地
域
の
人
々
に
よ
る
草
原
の
利
用
や
管

理
な
し
に
は
成
立
し
え
な
い
。
そ
こ
で
、

「
民
間
の
活
動
を
支
え
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
国
直
轄
の
公
共
事
業
と
い
う
仕

組
み
」
（
番
匠
克
二
「
国
立
公
園
『
阿

蘇
』
｜
国
立
公
園
の
八

O
年
を
問
う
｜
」

／

「
国
立
公
園
恥
七
二
三
」
二

O
一
四

年
五
月
）
を
新
た
に
模
索
す
る
こ
と
に

な
る
。
い
わ
ば
、
自
然
再
生
事
業
と
い

う
全
国
共
通
の
仕
組
み
を
地
域
の
実
情

と
人
々
の
思
い
に
合
わ
せ
て
ア
レ
ン
ジ

し
、
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
そ
の
時
点
で

私
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
課
題
で
あ
っ
た
。

四

「
つ
な
ぐ
」
役
欝

平
成
一
五
年
度
か
ら
一
七
年
度
に
か

け
て
は
、
草
原
環
境
学
習
の
推
進
、
草

原
維
持
活
動
支
援
を
兼
ね
た
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
ツ
ア
l
）
試
行
事
業
、
草
原

再
生
応
援
団
の
拡
大
、
自
然
再
生
協
議

会
設
立
お
よ
び
開
催
の
支
援
、
ニ
ュ
ー

ス
レ
タ
l
、
チ
ラ
シ
等
の
発
行
、
ホ
ー

ム
ベ

l
ジ
の
管
理
・
更
新
な
ど
、
幅
広

い
業
務
に
従
事
し
た
。
こ
れ
ら
の
業
務

は
、
合
意
形
成
を
進
め
、
現
実
に
動
い

て
い
く
組
織
や
制
度
の
運
営
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
が

目
的
で
あ
り
、

制
度
や
仕
組
み

の
設
計
に
始
ま

り
、
性
格
の
異

な
っ
た
図
の
よ

う
な
種
類
の
業

務
で
構
成
さ
れ

る
。
合
意
形
成

へ
の
働
き
か
け

の
対
象
は
、
牧

野
組
合
や
地
元

の
方
々
、
教
育

関
係
者
、
観
光

B. 参加呼びかけ、
組織づくり支援

A. 仕組み、プロク
ラムなどの検討
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関
係
者
、
行
政
、

種
多
様
で
あ
る
。

以
下
で
は
そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介
す

る
。

一
般
消
費
者
な
ど
多

〈
草
原
の
野
草
を
利
用
す
る
地
元
農
業

者
の
活
動
支
援
〉

野
草
採
草
・
利
用
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
草
原
の
野
草
を
堆
肥
な
ど
に

使
っ
て
生
産
さ
れ
た
農
産
品
に
「
阿
蘇

草
原
再
生
シ
l
ル
」
を
貼
っ
て
流
通
さ

せ
る
事
業
を
企
画
し
、
実
施
し
た
。
三

カ
月
間
の
試
行
か
ら
任
意
団
体
の
設
立
、

そ
の
後
の
活
動
・
運
営
に
対
し
て
支
援

を
行
っ
た
。
直
売
所
な
ど
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
消
費
者
か
ら
の
反
応
も
調
査
。

販
売
者
、
消
費
者
と
つ
な
ぐ
こ
と
で
取

り
組
み
の
主
体
と
な
る
生
産
者
の
意
識

も
高
ま
り
、
生
産
者
の
会
の
活
動
は
現

在
も
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

〈
牧
野
組
合
等
に
よ
る
野
草
地
環
境
保

全
計
画
策
定
に
関
す
る
支
援
〉

環
境
省
で
は
、
個
々
の
牧
野
組
合
と

の
協
働
で
策
定
し
た
計
画
に
基
づ
き
、

維
持
管
理
継
続
の
た
め
に
必
要
な
管
理

道
な
ど
の
整
備
を
公
共
事
業
で
実
施
す

る
と
い
う
仕
組
み
を
作
っ
て
き
た
。
導

入
に
先
立
ち
、
モ
デ
ル
的
に
計
画
づ
く

り
を
試
行
し
た
が
、
こ
の
時
、
支
援
機

関
と
し
て
、
内
容
や
手
法
、
手
順
を
検

討
、
提
案
し
、
進
行
や
と
り
ま
と
め
を

支
援
し
た
。
組
合
側
の
自
主
性
を
尊
重

し
つ
つ
、
長
老
に
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
や
、

日
頃
牧
野
で
見
て
い
る
草
花
の
調
査
な

ど
、
草
原
環
境
へ
の
関
心
喚
起
を
重
視

し
た
方
法
を
編
み
出
し
た
。
こ
れ
は
自

分
た
ち
の
牧
野
再
認
識
へ
の
動
機
付
け

に
な
り
、
そ
の
後
、
地
元
小
学
校
で
草

原
の
こ
と
を
次
世
代
に
伝
え
る
と
い
っ

た
取
り
組
み
も
生
ん
だ
。
ま
た
モ
デ
ル

牧
野
で
の
計
画
策
定
後
は
阿
蘇
全
域
の

牧
野
組
合
を
対
象
に
報
告
会
を
開
催
し
、

計
画
策
定
に
取
り
組
む
牧
野
組
合
の
発

掘
に
つ
な
げ
た
。
そ
の
後
、
平
成
二
七

年
度
ま
で
に
三
五
牧
野
で
計
画
づ
く
り

が
行
わ
れ
て
い
る
。

〈
阿
蘇
草
原
再
生
協
議
会
の
設
立
、
開

催
支
援
〉

阿
蘇
草
原
に

お
け
る
自
然
再

生
は
、
協
議
会

に
参
加
す
る
構

成
員
一
人
ひ
と

り
が
主
役
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
を
よ
り

効
果
的
に
促
進

す
る
た
め
に
、

法
に
あ
る
実
施

計
画
の
協
議
、

専
門
家
会
議
へ

；伝ヲ亀

の
提
出
と
い

っ
た
こ
と
を

ど
う
阿
蘇
に

当
て
は
め
て

い
く
か
に
悩

み
、
活
動
計

画
の
提
出
・

認
定

・
活
動

実
施
・
活
動

報
告
、
表
彰
、

と
い
う
阿
蘇

な
ら
で
は
の
仕
組
み
と
テ
l
マ
別
の
小

委
員
会
の
役
割
設
定
に
つ
い
て
提
案
し

た
。
ま
た
、
毎
年
度
発
行
す
る
「
草
原

再
生
レ
ポ
ー
ト
」
や
「
協
議
会
だ
よ
り
」

な
ど
広
報
資
料
の
原
型
を
作
成
し
た
。

五

仕
組
み
の
定
着
か
ら

組
織
運
営
支
援
ヘ
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組合員による現地調査、計画づくり

合
意
形
成
の
取
り
組
み
は
、
以
上
の

よ
う
に
基
礎
的
情
報
H
実
態
把
握
と
価

値
認
識
浸
透
の
レ
ベ
ル
か
ら
、
参
加
の

仕
組
み
ゃ
事
業
の
仕
組
み
づ
く
り
、
組

織
運
営
に
ま
で
発
展
し
て
き
た
。
阿
蘇

草
原
再
生
協
議
会
は
、
構
成
員
数
二
五

一
を
数
え
（
平
成
二
八
年
三
月
）
、
果

た
す
役
割
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

新
た
な
仕
組
み
の
定
着
に
は
、
担
い

手
と
な
る
地
域
の
人
々
と
共
に
考
え
、

行
動
す
る
こ
と
で
、
信
頼
関
係
を
構
築

年2回開催される協議会（全体会議）

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
そ
れ
に
は
上
述
の
よ
う
に
、
多
様
な

事
業
を
同
時
並
行
的
に
進
め
つ
つ
、
現

場
の
状
況
に
応
じ
て
そ
の
都
度
調
査
や

事
業
の
企
画
・
提
案
を
行
い
、
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
方
向
を
見
出
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
れ
が
今
日
ま
で

の
信
頼
関
係
の
継
続
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
行
政
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
が
頭

を
悩
ま
せ
な
が
ら
協
働
し
て
成
案
を
得

て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
だ
っ
た
と
言

、える
。

現
在
、
協
議
会
運
営
等
こ
の
種
の
支

援
業
務
の
多
く
は
単
年
度
発
注
に
な
り
、

地
域
の
実
情
を
理
解
し
た
支
援
機
関
と

し
て
継
続
的
に
業
務
に
関
わ
る
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
役
割
も
限
定
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ

る
。
業
務
の
性
格
に
あ
わ
せ
た
発
注
方

法
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
望
み
た
い
。

石
原
京
子
・
い
し
は
ら
き
ょ
う
こ

株
式
会
社
メ
ッ
ツ
研
究
所
環
境
計
画
室
研
究

員
。
東
京
都
生
ま
れ
。
日
本
女
子
大
学
文
学

部
社
会
福
祉
学
科
卒
業
。

〈会
社
概
要
〉
国
内
外
の
都
市
、
地
方
が
か

か
え
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
研
究

・
調
査

し
、
課
題
解
決
に
向
け
た
提
案
、
実
現
に
向

け
た
支
援
を
行
う
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
で

あ
り
、
国
立
公
園
地
域
の
整
備
、
自
然
再
生

事
業
、
里
山
保
全
活
用
、
島
づ
く
り
、
移
住

定
住
促
進
、
物
流
・
交
通
な
ど
の
分
野
を
得

意
と
す
る
。
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